
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年ぶりの平和

コンサートが開催

された。当日は１１

時に会員ボランテ

ィア全員集合でタ

イムテーブルを確

認。開場の１時と

なり観客入場。チ

ケット確認、来賓

者案内、と瞬く間

に時間が経過。１時半に予定通り、青年会員の渡辺レー

ファさんの司会で、中島麻・鳥羽亜矢子デュオコンサー

トの開演となった。中島麻さんには事前に演奏曲は子供

たちにもわかりやすいクラッシックというお願いをしていた

ので、演奏曲の内容や作曲者の国や生い立ちなど説明

頂いたことにより、バイオリンの音がより深く心地よく来場

者の皆様に届いたと思う。 

コンサートが終わり、一般のお客様が退席されたのち、

ステージでは祝賀会/式典が始まり、会長挨拶に続き、目

黒区青木区長をはじめ、登壇した来賓の祝辞、会場の来

賓紹介と続いた。 

その後ホワイエに移動し、二宮啓吉顧問の乾杯で懇親

会が始まった。久しぶりの会員、招待者との歓談に笑顔で

話が弾む。最後は、実行委員長の望月副会長によるお礼

の挨拶と、３本締めで７０周年記念平和コンサート、祝賀

会が閉会した。 

式典では爲季繁会長の目黒ユネスコ協会の設立から

最新の世界情勢も入れた挨拶、これからも目黒ユネスコ

協会がユネスコ精神のもと地域の皆様と一緒に世界の平

和に繋がるよう活動をしていこうという趣旨の言葉が印象

に残った。最後に体調不良のため欠席の加藤玲子名誉

会長からのメッセージをここに紹介させていただく。 

「目黒ユネスコ創立７０周年おめでとうございます。先人の

心を胸に、これからも会員共々心を一つにしてユネスコの

掲げる志を叶えられるように共に歩みましょう」   

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この写真 の作成者 不明な作成者 は CC BY のライセンスを許諾されています 

No.369 2024．11．13 

 コンサートを終えて  バイオリン：中島 麻  ピアノ：鳥羽亜矢子 

■2024年 10月 13日（日）13：30開演 めぐろパーシモンホール小ホール （満席） 

創立７０周年記念第５０回目黒ユネスコ平和コンサート  実行委員長 望月 昇 

第２部祝賀会/式典：登壇者：（敬称略）   

目黒区 青木英二 区長 

目黒区教育委員会 関根義孝 教育長 

目黒区議会 小野瀬康裕 議長 

日本ユネスコ協会連盟  鈴木佑司 理事長 

東京都ユネスコ連絡協議会 永野博 会長 

目黒ユネスコ協会 爲季繁 会長 

加藤玲子名誉会長のメッセージ紹介：望月昇 副会長  

司会：齊藤眞澄  副会長 

曲目/パガニーニのカンタービレ、 タルティーニの悪魔のトリル

サンサーンスの死の舞踏、クライスラーの美しきロズマリン 

サラサーテのツィゴイネルワイゼン 他 

 

来場者の声 ＊感動した。＊心が洗われるようだった。 

＊解説もわかりやすく、バイオリンも素晴らしかった。 

第３部祝賀会/懇親会：会場をホワイエに移動し、ビール

で乾杯。都内のユネスコの仲間たち（杉並・新宿・渋谷・

朝日生命・中央区・学び舎・港ユ協他）も一緒に、明日

への活動の継続を誓い合い、嬉しいひとときだった。そし

て言葉には出さないが、世界各地での紛争の早期解決

を参加者一同心から願った。 祝賀会担当 齊藤 眞澄 

目次：平和コンサート 1P、世界遺産・イタリア語・美術教室 2P、関ブロ研・TEATIME・語学教室 3P、お知らせ 4P 

https://www.sasagawa-brand.co.jp/tada/detail.php?id=1206&cid=4&cid2=13
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/


 

 

 

佐渡島の金山は江戸時代から約 400年間、金銀を

産出した日本最古級の金山です。1997 年頃から世

界遺産登録に向け、多くの人々によりその取り組みは

始まりました。遺産の要件である国の文化財に指定・

選定されていなかったため、周辺には多くの人々が

暮らしていて、住民とも長い話し合いが続きました。 

また韓国から「朝鮮半島出身の労働者が、強制的

に働かされた場所だ」と反対の主張がありましたが、「韓国

と緊密に協議しながら、『佐渡島の金山』の全体の歴史を

包括的に扱うよう、努力していく」との日本政府の方針を受

けて、合意を得、2024 年 7 月 27 日、全会一致で世界遺

産となりました。 

佐渡島金山は 1601 年頃に開山され、徳川幕府下では、

小判を製造し財政を支えました。明治時代は火薬を使用

した採掘やトロッコを導入しましたが、平成元年、枯渇によ

り閉山となりました。 

佐渡金山には、全 10 巻にも及ぶ「佐渡金銀山絵巻」が

存在し、江戸中期から江戸末期までの採掘の記録が描き

継がれています。当時の新技術の導入や管理体制の変

化などが細かく描かれた記録は、世界的にも類例がなく、

推薦書の内容にも大きく反映されました。 

「佐渡島の金山」には、3 つの見学コースがあり、その一つ

の抗道を進むと、リアルな人形が観光客を迎えます。人力

による高度な技術の採掘現場が再現されていて、「早く外

に出て酒を飲みてえ」との、とぼやき声も聞こえてきます。 

金鉱脈は東西３ｋｍ、南北 600ｍ、深さ 800ｍ、最深部は海

面下 530m。「道遊の割戸」は、山がV字型に割れていて、

掘り進めた結果であると伝えられています。 

現在も、佐渡には眠っている金脈があるそうです。  

 広報 白岩 葉子 

 

 

 

 

 

 

 

9 月から始まった受託イタリア語初級講座の講師はナポリ出身のピエト

ロ メルリーノ先生です。講座が土曜日なので参加者は男性も多く、年齢

層も様々な 30 名で、毎回笑い声が聞こえます。ピエトロ先生は、クラス全

員ひとりひとりの名前を呼びながら単語の発音や文章などをわかりやすく

教えて下さり、それに対してひとりひとりが答えることで、とても良い学びと

なります。またイタリアで言葉を使う際の習慣や文化なども教えて下さいま

す。先生は日本語も堪能なので、わからないことも質問することができ、

初心者にとっては大変ありがたい講座で、皆さま楽しんで参加しておいでです。         研修 宮城 典子 

 

 

 

 

 

 

 

No.369 －2―                             Meguro UNESCO 

Short News 

「佐
さ

渡島
ど

の金山」がついに UNESCO の世界遺産に！ 

★イタリア語初級講座 

 

 9/21～1/18（土）9：30～11：30 緑が丘文化会館  

   講師：ピエトロ メルリーノ氏 

 

★美術教室「陶芸教室」 

 

「手びねりで抹茶茶碗を作り、お茶のお点前体験」 

2月７日（金）～５回 紅椿窯 ・講師:安原喜彦氏 

 

毎年好評の美術教室、今年度の企画は、「陶芸教室」です。抹茶茶碗を 4回の

ワークショップで制作予定です。ワークショップの５回目には、抹茶（緑ヶ丘文化会

館）をいただく機会も設定しています。自作の茶碗で抹茶を召し上がるひととき

は、格別なものになるのではないでしょうか。茶の湯は世界に誇る日本文化のひ

とつですが、私たちの日々の暮らしの中では、人の心をつないだり、癒しの時間

を与えてくれる身近な文化でもあります。詳しい募集案内は、目黒区報（１月１５

日）をご覧ください。みなさまのご参加を期待しています。  広報 鈴木 やよい 




